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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年6月2日(2011.6.2)

【公開番号】特開2011-80093(P2011-80093A)
【公開日】平成23年4月21日(2011.4.21)
【年通号数】公開・登録公報2011-016
【出願番号】特願2011-16662(P2011-16662)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  63/91     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  63/91    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  18/42    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月23日(2011.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）及び（II）：
【化１】

［式中、Ｒはポリオール、ポリアミン又はアミノアルコール開始剤の残基であり、該開始
剤のアミン又はアルコール基の少なくとも一つがアルコキシル化剤と反応されて、該開始
剤の数平均分子量が少なくとも６２５とされており、
　Ｘ及びＸ′は、同じか又は異なっていてよく、そしてＯ、Ｎ又はＮＨであり、ｐは１～
５の整数であり、ｑは１～５の整数であり（但し、ｐ＋ｑは２～８である）、ｔは２～８
の整数であり、そしてＡは、同じか又は異なっていてよく、そしてＡ１、Ａ２及びＡ３を
含み、ここで、Ａ１は式（III）：
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【化２】

であり、Ａ２は式（IV）：
【化３】

であり、Ａ３は式（Ｖ）：
【化４】

（式中、ｍ、ｎ、ｖ、ｒ、ｓ、ａ、ｂ及びｃは整数であり、ｍは３よりも大きく、ｎはゼ
ロ又はそれ以上でありそしてｍ＋ｎは１１～１９であり、ｖは３よりも大きく、ｒはゼロ
以上であり、ｓはゼロ又はそれ以上でありそしてｖ＋ｒ＋ｓは１０～１８であり、ａは０
より大きく３５以下であり、ｂは０より大きく３５以下であり、そしてｃは０より大きく
３５以下であるが、Ａ３の量は植物油系ポリオールの少なくとも０．０５重量％であり、
そして植物油系ポリオール中において（ａ＋ｂ＋ｃ）／（ｐ＋ｑ＋ｔ）は０よりも大きく
１００までである）
である］
を含んでなる植物油系ポリオール。
【請求項２】
　（ａ＋ｂ＋ｃ）／（ｐ＋ｑ＋ｔ）が０．５～５０である請求項１に記載の植物油系ポリ
オール。
【請求項３】
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　（ａ＋ｂ＋ｃ）／（ｐ＋ｑ＋ｔ）が１～２５である請求項２に記載の植物油系ポリオー
ル。
【請求項４】
　開始剤が第二級ヒドロキシル基を有する請求項１に記載の植物油系ポリオール。
【請求項５】
　植物油系ポリオールの少なくとも一部が、構造：
【化５】

（式中、少なくとも１個のＸ′－Ｈ基は第一級ヒドロキシル又は第一級アミンであり、そ
して少なくとも１個のＸ－Ａ－Ｈは開始剤の第二級ヒドロキシル又は第二級アミンに対応
する位置に配置されている）
を有する請求項１に記載の植物油系ポリオール。
【請求項６】
　植物油系ポリオールの少なくとも一部が、構造
【化６】

（式中、Ｘ′－Ｈ基の全ては第一級ヒドロキシル又は第一級アミンであり、そしてＸ－Ａ
－Ｈ基の全ては開始剤の第二級ヒドロキシル又は第二級アミンに対応する位置に配置され
ている）
を有する請求項５に記載の植物油系ポリオール。
【請求項７】
　開始剤がグリセロールであり、前記グリセロールのアルコール基の少なくとも１個がエ
チレンオキシド又はプロピレンオキシドと反応されている請求項６に記載の植物油系ポリ
オール。
【請求項８】
　開始剤がネオペンチルグリコール、１，４－シクロヘキサンジオール、２，５－ヘキサ
ンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，２－プロピレングリコール、トリメチロー
ルプロパン、ペンタエリスリトール、ソルビトール、スクロース、グリセロール、１，６
－ヘキサンジオール、１，４－ブタンジオール、エチレングリコール、ジエチレングリコ
ール、トリエチレングリコール、ビス－３－アミノプロピルメチルアミン、エチレンジア
ミン、ジエチレントリアミン、９（１）－ヒドロキシメチルオクタデカノール、１，４－
ビスヒドロキシメチルシクロヘキサン、８，８－ビス（ヒドロキシメチル）トリシクロ［
５，２，１，０2,6］デセン、ジメロールアルコール、水素化ビスフェノール、９，９（
１０，１０）－ビスヒドロキシメチルオクタデカノール、１，２，６－ヘキサントリオー
ル、その中に存在するアルコール又はアミン基の少なくとも１個が、エチレンオキシド、
プロピレンオキシド又はこれらの混合物と反応している上記のもののいずれか及びこれら
の組合せからなる群から選択される請求項１に記載の植物油系ポリオール。
【請求項９】
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　植物油系ポリオールが液体であり、そして少なくとも１５００の重量平均分子量を有す
る請求項１に記載の植物油系ポリオール。
【請求項１０】
　重量平均分子量が少なくとも１８００である請求項９に記載の植物油系ポリオール。
【請求項１１】
　ポリイソシアネートと請求項１に記載の植物系ポリオールとの反応生成物を含むポリウ
レタン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
例１～２７：植物油系脂肪酸メチルエステルからのポリオールの製造方法
　大豆油のヒドロキシメチル化した脂肪酸メチルエステル及び９，（１０）－ヒドロキシ
メチルステアレート（オレイン酸メチルから）を、前記の発明者Ｄｏｎａｌｄ　Ｍｏｒｒ
ｉｓｏｎ等を有する、同時に出願された特許出願、発明の名称「種子油から誘導されたア
ルデヒド及びアルコール組成物」、代理人ドケット番号第６３１０４号（注：ＷＯ２００
４／０９６７４４に相当）に記載されている手順に従って製造する。
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